春日井市周辺立地の大手企業ヒアリング（まとめ）
■商業デベロッパー
○大型店舗の出店できる場所が少なくなっており、区画整理事業の保留地は大変な人気となっている。

○競合が厳しくなっているなかで、立地、規模は益々重要になっている。郊外店の出店は難しくなっているので、今後は駅前等の既存市街地の立地に見合った競争力のある店舗を検討していくことが求められている。

○競争力アップのため、テーマ性で差別化をすることは重要であるが、都心部の施設と異なり、各地区の購買層の需要特性を十分検討していく必要がある。郊外部では、開発規模の制限が強くなったことで、規模の差別化を図ることは難しくなっている。
■飲料メーカー

○従業員の通勤を考えると現在の場所での建替が最も有利であるが、既存工場の周辺は市街化が進み狭隘化しているため、移転も一つの選択肢をなっている。
○名古屋の消費地への配送、首都圏・関西圏市場への輸送の面から、春日井市は工場進出の候補として有望である。
○安全な水を大量に確保できるかどうかが一番の問題であり、大量の地下水を汲み上げる必要がある。 

■医薬品メーカー

○従来は問屋を経由した販売であったが、自社での販売網を構築する形に切り替えたことで物流施設のニーズがある。春日井IC周辺は一つの候補となり得る立地である。

○今後、新たな需要増が期待できる健康・ヘルスケア商品で、研究開発を含めて用地需要が期待される。立地条件としては、清涼な水を得られることがあげられる。

■ＦＡ機器メーカー

○一昨年までは、生産規模の拡大に伴い、工場・物流施設の用地需要があったが、北米のサブプライム問題に端を発した不況感により、国内メーカーの設備投資が大きく落ち込んでおり、現段階では施設増強が考えられなくなった。

○受注が落ち込んでいることもあり、外注比率を下げていく方向にある。そのため調達先での工場用地需要が高まるということはないと思われる。但し、下請け工場の生産環境の悪化の問題（住工混在等）から、移転という可能性はあろう。

■組み込みソフト会社

○受注拡大により手狭感は感じおり、今後拡張もしくは移転の可能性としてはある。

○クライアントの要請が強ければ、受注先の事業所でソフト開発を行うため、クライアントの近くに事務所を構えるという必要性はあまりない。そのため本社は、広く従業員が通勤できる条件が望ましい。そのため名古屋市内から春日井市への移転は考えにくい面がある。
議題１








